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表彰の概要・目的
⚫令和５年度から開始

⚫果樹生産現場において、担い手の育成・確保に取り
組んでいる組織や、果樹経営において積極的に挑戦
している生産者等を表彰

⚫各産地でのより効果的な担い手育成・確保の取組
みへの波及や、果樹農業の魅力の発信が目的

⚫表彰対象
➢担い手を育成する組織（担い手の育成・確保の部）

➢果樹生産者（活躍する担い手の部）

⚫募集期間； 令和５年１０月１８日～１２月１７日



審査の経過
⚫審査会（令和６年１月１２日及び３０日）

⚫担い手育成・確保の部 ６組織（農産局長賞１点、
中央果実協会賞５点）選出

⚫活躍する担い手の部 ３生産者（農産局長賞１点、
中央果実協会賞２点）選出

⚫審査の全体講評；
✓各賞に選出された組織又は個人の取組みはいず
れも優秀
✓農産局長賞は被表彰者の代表としての実績
✓全国の担い手育成の取組みの促進と果樹農業の
魅力の発信につながるもの



① 審査結果の報告
⚫審査講評
組織によるトレーニングファームの運営又は生
産者園地を活用した研修のいずれかに類型

取組みの詳細をみると、園地の集約・整備や移
住促進・災害復興の要素が含まれる

異なる類型の取組みを比較審査するという難し
い審査

募集の段階から取組みの類型化の趣旨や考え
方を示し、取組みの特長を明確に捉えて応募を
一層促進

第１部 担い手の育成確保の部



② 受賞者の紹介
○ 農林水産省農産局長賞

ＪＡ紀の里 あら川の桃部会

○ 中央果実協会理事長賞

広島県果実農業協同組合連合会広島県果樹農業振興
対策センター

豊田市農ライフ創生センター

三重南紀元気なみかんの里創生プロジェクト協議会

長野県松川町

香川県農業協同組合高松・坂出地区果樹青壮年部

第１部 担い手の育成確保の部



ＪＡ紀の里 あら川の桃部会
⚫JA紀の里は、
桃、柿、柑橘類
等果樹栽培が
盛ん。

⚫商標権やＧＩを
取得したブラン
ド「あら川の桃」
の産地。

⚫河川敷の園地
は「桃源郷」とも
呼ばれる。

第１部 担い手の育成確保の部



ＪＡ紀の里 あら川の桃部会
◆平成２７年にJA紀の里あら川桃部会が中心となり、生
産者から研修サポーターを選任し、トレーニングファー
ムサポーター会を設置。

◆研修者１名に複数サポーターをあて、桃生産の経営・
栽培技術等の研修と地域への溶け込み等を支援。

◆生産部会員に営農継続意向アンケートを行い、新規
就農者受入れの意識醸成と継承可能な園地の把握。

◆台風による産地の甚大な被害を乗り越えて、生産部
会として新規参入者の研修と園地継承を継続。

第１部 担い手の育成確保の部



ＪＡ紀の里 あら川の桃部会

第１部 担い手の育成確保の部

桃源郷の風景

研修サポーターによる指導の様子
（左：サポーター、右：研修生）



広島県果実農業協同組合連合会
広島県果樹農業振興対策センター

⚫広島果実連は、
平成２４年に果
樹の担い手育
成を目的とした
広島県果樹農
業振興対策セ
ンターを設置。

⚫県内に複数の
研修農園と瀬
戸内離島での
園地開発を実
施

第１部 担い手の育成確保の部



広島県果実農業協同組合連合会
広島県果樹農業振興対策センター

◆平成２４年に呉市のカンキツ研修園で新規就農研
修を開始し、平成２７年に福山市沼隈のブドウ団地に
ブドウ研修園で新規就農研修を開始。

◆研修園地の地域で就農。修了後の地元ＪＡが園地
を斡旋し、市町が制度資金等を確保。

◆離島の荒廃園地を借り受け、平成３０年度からレモ
ンを新植して園地を整備中。

◆JA主体でトレーニングファームでの研修や、園地継
承、新たなレモン園の開設・拡張を行うモデル的取組
みを実施。

第１部 担い手の育成確保の部



広島県果実農業協同組合連合会
広島県果樹農業振興対策センター

第１部 担い手の育成確保の部

沼隈ブドウ園における
研修の状況

離島（佐木島）のレモン園（第１ほ場）

同センターの果樹園の所在場所



豊田市農ライフ創生センター
◆豊田市とＪＡあ
いち豊田の共同
運営施設

◆担い手育成に
よる遊休農地の
活用のほか、生
きがい型農業や
市民と農業の関
係構築を目的に
各種の研修を
実施

第１部 担い手の育成確保の部



豊田市農ライフ創生センター
◆平成３１年に市・ＪＡあいち豊田が桃・梨栽培農家の協
力を得て「桃・梨専門コース」を創設。

◆里親農家のほ場での実践的研修や、市が借り受けた
園地（自己管理ほ場）における栽培・経営管理の指導を
受けつつ独立営農に向け準備。

◆自己管理ほ場の利用権の切り替え等による園地継承。

◆各種制度資金の提供、農機具の貸し出し、農業経営
アドバイザーによる伴走支援等きめ細かな支援措置と
広い面積の園地継承を実施。

第１部 担い手の育成確保の部



豊田市農ライフ創生センター

第１部 担い手の育成確保の部

里親の果樹園での研修風景
（桃・梨専門コース）

豊田市舞木町地内の園地継承状況



三重南紀元気なみかんの里創生プロジェク
ト協議会

◆国営事業によ
る園地整備に
よりみかん生産
は地域の基幹
産業

◆ＪＡ、三重熊野
地域の３市町と
県事務所が協
議会を構成。平
成２０年から新
規就農育成に
取り組む

第１部 担い手の育成確保の部



三重南紀元気なみかんの里創生プロジェク
ト協議会

◆新規就農希望者等に、「みかん、やったらええやん」
のメッセージとともに、地域の魅力、柑橘農家の姿や
一人でできる経営モデルなどを令和３年から発信。

◆応募者増に対応して、JA出資法人トレーニングファー
ムと柑橘生産者園地で新規就農者研修を実施。

◆園地斡旋は、法人園地の一部の利用権の切り替え
や、研修指導生産者による紹介などで対応。

◆みかん生産８割を占める御浜町では、プロモーション
サイトによる対外発信力と大幅に増加した新規参入者
への研修・支援体制を強化。

第１部 担い手の育成確保の部



三重南紀元気なみかんの里創生プロジェク
ト協議会

第１部 担い手の育成確保の部

御浜町プロモーションサイト「青を編む」
新規就農者研修

国営事業で整備した園地



長野県松川町
⚫長野県南部の
松川町はくだも
のの里として、
リンゴ、ナシ、モ
モ、サクランボ、
プルーン、スモ
モ等を生産

⚫名古屋圏から
高速道路利用
で果実直売所
での販売

第１部 担い手の育成確保の部



長野県松川町
◆地域おこし協力隊制度を活用して、令和２年１月から
果樹に特化した研修を開始。

◆３年間の研修（１年目法人、２年目指導農家、３年目に
は自ら借り受けたほ場での栽培管理）。

◆研修生への充実した報酬、就農準備金の積み立て、
研修住宅等の提供等。

◆町の営農支援センターが中心に、研修受入農家、ＪＡ、
農業委員等が協力して研修生に園地を斡旋。

第１部 担い手の育成確保の部



長野県松川町

第１部 担い手の育成確保の部



香川県農業協同組合高松・坂出地区果樹
青壮年部

⚫瀬戸内海に面
する北西部の傾
斜地を利用した
柑橘栽培が盛ん

⚫温州みかんの
長期貯蔵技術の
取組みや温室み
かん栽培の発祥
の地

⚫同地で発見され
た果皮の紅が濃
い「小原紅早生」
が普及

第１部 担い手の育成確保の部



香川県農業協同組合高松・坂出地区果樹
青壮年部

◆平成２６年に高松・坂出地区の若手生産者１７名が
青壮年部を設立。新規就農研修生を積極的に指導し
たことにより定着が進み会員数が１４名増加。

◆耕作放棄見込みの園地で温州みかんモデル園を整
備。先輩会員による新規就農希望者や経験の浅い会
員への技術講習や、ドローン防除の実演会等に活用。

◆結果樹になったモデル園を若手会員に継承。新たに
モデル園を整備し研修ほ場として活用し、成園後に若
手会員に継承予定。

第１部 担い手の育成確保の部



香川県農業協同組合高松・坂出地区果樹
青壮年部

第１部 担い手の育成確保の部

平成２８年度に整備したモデル園

定植後に結果樹園となったモデル園

モデル園での収穫
作業の実地研修



① 審査結果の報告（講評）
⚫活躍する担い手の部 ３生産者（農産局長賞１点、
中央果実協会賞２点）選出

⚫幅広い多様な経歴の応募者
➢農業外から新規参入して果樹経営している者

➢代々続く果樹農家を継承し法人経営を発展させた者

⚫省力樹形、スマート農業技術の導入、６次産業化、
販路の多様化、食育などに積極的に挑戦

⚫新規就農して果樹農業の可能性に挑戦している取
組みもいろいろな場面で積極的に紹介すべき

第２部 活躍する担い手の部



② 受賞者の紹介
○ 農林水産省農産局長賞

株式会社福士農園 代表取締役 福士 寛和 氏

○ 中央果実協会理事長賞

米本 真之 氏

岡本 和也 氏

第２部 活躍する担い手の部



株式会社福士農園代表取締役 福士寛和 氏

⚫青森市浪岡地
区において代々
９０年以上続くり
んご農家

⚫令和２年４月に
法人化し、りんご
の生産・加工・販
売を行う

⚫経営面積約１０
ｈａ、常用雇用

第２部 活躍する担い手の部



株式会社福士農園代表取締役 福士寛和 氏

◆りんごの超高密植栽培やドローン等の導入により、
経営面積を約１０ｈａまで拡大させ、環境にやさしい
農業などのSDGｓ経営を実践。

◆自ら販路を開拓し、大手百貨店や高級フルーツ店、
著名人などへ生果や自社加工品を直接販売、ふる
さと納税返礼品に取り組み、販路を多様化。

◆地域の保育園の収穫体験受入や警察へのりんご
寄付など地域活動、地域外の小学生へ食育授業を
行うほか、取引先の援農ボランティアの受入れ。

第２部 活躍する担い手の部



株式会社福士農園代表取締役 福士寛和 氏

第２部 活躍する担い手の部

りんご園地（超高密植栽培等）の状況

ドローンによる作業

小学校での食育授業



米本真之 氏
⚫長野県伊那市
で農業外から
就農して８年目
の若手りんご
生産者

⚫全園地で高密
植栽培を導入
し経営面積を
拡大（約２ｈａ）

第２部 活躍する担い手の部



米本真之 氏
◆長野県の里親研修を利用し農業外から就農。栽培
困難園を借り受け栽培を開始。同時に園地の集積・
集約を行い、順次、超高密植栽培を導入。

◆就農時に借り受けていた園地を他生産者へ引き継
ぎ、令和4年から集約園地で高密植栽培のみの経営
を開始。異常気象の影響はあるが単収は順調に伸
び、令和４年度は平均単収約８トン/１０ａを実現。

◆新規就農研修経験者の多くが参加する会のメン
バーとして、苗木不足に対応できるよう高密植に必
要な台木を生産。

第２部 活躍する担い手の部



米本真之 氏

第２部 活躍する担い手の部

高密植栽培の園地

１０トン/１０ａ
の収穫がで
きたりんご園
（シナノゴー
ルド）



岡本和也 氏
⚫大分県杵築市
で農業外から
就農して4年目
の若手ハウス
みかん生産者

⚫家族との共同
経営により経営
面積を拡大し収
益を伸ばす

第２部 活躍する担い手の部



岡本和也 氏
◆杵築市のファーマーズスクールで研修し農業外
から就農。経営継承により令和２年１１月にハウス
（３棟３２.５ａ）を取得し、新規営農を開始。

◆順次ハウスの継承を行い経営面積を拡大。ハウ
スみかんの単収４．４～５．３トン、粗収益約２千万
円と、若手生産者の模範となる経営を実現。

◆ハウスみかん担い手発掘活動の中心メンバーと
して、市内子ども食堂の児童への試食会や収穫
体験の計画、PR用オリジナル包装資材の制作に
も取り組む。

第２部 活躍する担い手の部



岡本和也 氏

第２部 活躍する担い手の部

経営移譲を受けたハウス

杵築市ハウスみかんの若き担い
手 岡本兄弟（右：和也氏）

「ハウスみかん担い手発掘プロジェクト）」メ
ンバーと段ボールイラスト（案）ファーマーズ
スクール１・２期生（右から２人目：和也氏）
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